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江
戸
川
大
学
の
活
動
報
告

日
中
共
同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

人
口
変
動
下
の
く
ら
し
と
自
然

江
戸
川
大
学
社
会
学
部
現
代
社
会
学
科
で
は
、
科

学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
の
も
と
、
２
０
２
４
年
２

月
14
日
か
ら
23
日
ま
で
の
10
日
間
、
中
国
・
南
京
大

学
か
ら
学
部
生
２
名
と
大
学
院
生
６
名
、
教
員
２
名

を
招
へ
い
し
て
共
同
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

人
口
縮
小
期
に
あ
る
今
日
の
日
本
で
は
、
人
口
は

大
都
市
圏
に
一
極
集
中
し
、
地
方
に
は
限
界
集
落
が

増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
経
済
成
長
至
上

主
義
へ
の
疑
問
か
ら
、
「
田
園
回
帰
」
の
流
れ
や
一

連
の
「
脱
成
長
（degrow

th

）
」
思
想
も
再
注
目

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
動
向
と

経
験
の
蓄
積
は
、
急
速
な
経
済
発
展
の
渦
中
に
お
い

て
成
長
主
義
へ
の
懐
疑
が
生
起
し
つ
つ
あ
る
中
国
に

と
っ
て
は
、
未
来
の
社
会
像
を
展
望
す
る
た
め
の
一

つ
の
モ
デ
ル
た
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の
問

題
意
識
の
も
と
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
環
境
人
類
学

の
視
点
か
ら
の
日
中
共
同
実
地
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
人
口
変
動
下
に
あ
る
二
つ
の
地

域
社
会
（
流
山
市
と
京
都
市
）
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

特
に
地
域
創
生
の
文
脈
に
お
い
て
い
か
に
し
て
森
林

資
源
の
利
活
用
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
す
る

こ
と
で
、
日
中
間
の
自
然
観
の
異
同
と
ロ
ー
カ
ル
な

生
活
文
化
の
あ
り
よ
う
、
そ
し
て
脱
成
長
的
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
探
求
し
ま
し
た
。

本
交
流
計
画
が
目
指
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
日

本
文
化
の
体
験
学
習
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
景

観
調
査
、
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
み
な
ら
ず
、

民
家
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物

と
自
炊
、
自
然
農
体
験
と
い
っ
た
参
与
観
察
型
調
査

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
と
お
し
て
、
文
化
人
類
学
・
社
会

学
・
日
本
語
な
ど
を
専
攻
と
す
る
南
京
大
学
の
学
生

た
ち
に
、
日
本
の
庶
民
の
く
ら
し
の
脈
絡
、
生
活
文

化
へ
の
共
感
的
理
解
の
獲
得
を
促
す
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
実
施
主
担
当
者
（
川
瀬
由

高
）
が
全
日
程
を
と
お
し
て
招
へ
い
者
の
引
率
、
お

よ
び
現
地
調
査
の
支
援
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
３
名

の
共
同
実
施
者
に
、
京
都
に
お
け
る
現
地
調
査
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
立
命
館
大

学
の
阿
部
朋
恒
氏
に
は
、
京
都
市
北
部
山
間
に
お
け

る
現
地
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
に
全
面
的

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
東
京
都
立
大
学
大
学
院
の
李

婧
氏
お
よ
び
関
西
学
院
大
学
大
学
院
の
呉
松
旆
氏
に

現
地
調
査
補
助
お
よ
び
通
訳
を
担
当
い
た
だ
き
ま
し

た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
カ
月
前
（
１
月
11
日
）
に
は
、

来
日
前
の
渡
航
準
備
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、
来

日
後
の
共
同
調
査
の
構
想
を
明
確
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
全
員
の
自
己
紹
介
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
南
京
大
学
の
学
生
に
よ
る
事
前
読
書
会
の
成
果

発
表
で
は
、
日
中
の
自
然
観
・
社
会
構
造
の
異
同
、

と
り
わ
け
日
本
の
里
山
概
念
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
２
月
15
日
に
は
江
戸
川
大
学
社
会
学
部
現

代
社
会
学
科
の
中
島
慶
二
教
授
（
環
境
学
）
に
よ
る

日
本
の
鳥
獣
被
害
に
関
す
る
講
義
、
お
よ
び
同
学
科

の
土
屋
薫
教
授
（
レ
ジ
ャ
ー
社
会
学
）
に
よ
る
流
山

市
の
地
勢
と
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
に
関
す
る
講

義
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
日
午
後
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
409
回

＝
特
別
連
載
＝

川瀬	由高
（江戸川大学　　　
社会学部准教授）
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と
や
ま
（
流
山
市
）
の
ご
協
力
の
も
と
、
「
お
お
た

か
の
森
」
（
市
野
谷
の
森
）
の
保
護
活
動
の
歴
史
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
現
地
の
景
観
を
視
察
し
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
に
伴
う
人
口
増
と
経
済
発
展
、

そ
し
て
森
林
資
源
と
市
民
生
活
と
の
か
か
わ
り
の
現

状
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

京
都
に
移
動
後
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
拠
点

に
、
京
都
市
北
部
山
間
地
域
の
地
域
概
況
や
質
的
調

査
研
究
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
小
野
郷
学
区
に
位

置
す
る
古
民
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
実
際
に
農
具

を
手
に
休
耕
地
の
再
生
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
京
都

で
の
調
査
期
間
中
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
ほ
か
、

ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
出
し
か
ら
郷
土
料
理
制
作
、
自

然
農
（
自
然
栽
培
）
の
実
践
に
至
る
ま
で
、
山
間
地

域
で
の
暮
ら
し
を
体
験
的
に
学
び
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
同
地
域
に
お

け
る
林
業
文
化
の
す
う
勢
や
生
活
と
の
関
わ
り
、
そ

し
て
人
口
減
少
下
の
地
域
社
会
に
お
け
る
地
域
創
生

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
月
22
日
に
は
江
戸
川
大
学
に
て
調
査
成
果
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
南
京
大
学
の
学
生
た
ち
は
、

流
山
お
お
た
か
の
森
お
よ
び
京
都
市
北
部
山
間
地
域

と
い
う
２
地
点
で
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
人
間
と

森
林
と
の
関
わ
り
や
移
住
・
移
動
と
暮
ら
し
に
つ
い

て
、
そ
し
て
中
国
の
視
点
か
ら
み
た
日
本
の
社
会
文

化
の
特
徴
に
つ
い
て
、
力
の
こ
も
っ
た
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
人
口
の
増
加
／
減
少
と
い
う
点
で
は
一
見

す
る
と
対
極
的
な
調
査
地
で
し
た
が
、
両
地
域
は
い

ず
れ
も
中
心
都
市
か
ら
30
分
圏
で
あ
る
と
い
う
共
通

の
地
理
的
条
件
を
有
し
て
お
り
、
中
心
‐
周
辺
の
関

係
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン

に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
実
際
に
現

地
の
人
び
と
の
声
に
耳
を
傾
け
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

た
重
要
な
発
見
で
し
た
。

招
へ
い
者
か
ら
は
、
「
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
、
日
本
の
庶
民
の
暮
ら
し
に
接
近
で
き
た
」

「
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
っ
た
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
中
国
帰
国
後
に
は
、
現
地
調
査
中
に
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
状
も
国
際
郵
便
で
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
今
後
の
展
望

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後

も
、
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ

ト
を
通
じ
た
情
報
交
換

と
交
流
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
招
へ

い
者
の
一
部
メ
ン
バ
ー

は
今
回
の
調
査
で
知
己

を
得
た
日
本
側
の
協
力

者
と
の
交
流
を
深
め
、

日
本
留
学
へ
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
共
同
実
施
者
で
あ

る
李
婧
氏
、
お
よ
び
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
施
中
に
ご

講
演
い
た
だ
い
た
ス
チ

ン
フ
氏
は
、
南
京
大
学

人
類
学
研
究
所
主
催
の

研
究
会
「
謀
思
談
」
に

招
待
さ
れ
研
究
発
表
を

行
っ
て
お
り
、
研
究
交

流
は
着
実
に
深
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
は
、
参
加
学
生
・
研

究
者
が
各
々
の
研
究
展

開
に
有
益
な
知
見
と
研

究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充

の
機
会
を
提
供
し
た
と

言
え
、
こ
れ
を
糧
に
、

今
後
、
あ
ら
た
な
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

構
想
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

古民家にホームステイし、郷土料理「納豆餅」を堪
能。山間地域での暮らしを体験的に学ぶ（2月19日）

江戸川大学にて調査成果報告会を実施（２月22日）

千葉県流山市・市野谷の森にて保護活
動の歴史を学び、景観を視察（２月15日）

京都市北区山間地域小野郷学区にて農具
を手に休耕地の再生に取り組む（２月19日）




